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1. はじめに 

近年、再生可能エネルギーは、低炭素循環型

社会の実現において、微生物を用いた有機物の

分解による水素生成が注目されている。しかし

ながら、微生物の有機物分解速度が遅く、その

改善が求められている。 

我々は、今までに酸素または酸化窒素ラジカ

ル照射によって出芽酵母細胞が活性化し、増殖

促進することを報告してきた。[1]  

本研究では、有害ガスを発生しない紅色光合

成細菌に注目し、酸素ラジカル照射による増殖

効果を調べてきたが増殖促進の効果は見られ

なかった。 

今回は、酸化窒素ラジカル照射による菌細胞

の増殖促進の効果について調査した。 

2. 実験手順 

培養された紅色光合成細菌をリン酸緩衝液

(Phosphate buffered: PB)に懸濁し希釈した。 そ

の懸濁液を照射試料としてぺトリ皿に 3 ml 分

注した。ラジカル照射には、電気的に中性の活

性種を選択的に供給できる大気圧ラジカル源

(Tough Plasma, FPA10,FUJI）を用いた。Ar流量

を 4 slm, N2 と O2の総流量を 1 slmとして、N2 

/（N2 + O2）流量比 20, 35, 70 %のガス混合比で

ラジカルを生成した。ラジカル出射口から試料

液面までの照射距離は 10mmとして照射した。

細胞計数室を備えた光学顕微鏡を用いて菌細

胞数を測定した。 

3．実験結果と考察 

図 1 は、NO 照射量（dose）で評価した未処

理細胞数に対する処理細胞数の増殖率（％）を

示す。NO 照射量が 2×1018(cm-3)以上になると、

紅色光合成細菌は増殖促進し、9×1018(cm-3)付

近で紅色光合成細菌の増殖率が最大となった。

さらに、NO 照射量が増加すると、紅色光合成

細菌の増殖率が減少し、NO 照射量が 2×1019 

(cm-3)以降は増殖が抑制された。 

これらの結果から増殖促進と NO 照射量と

は相関があり、最適な NO照射量が存在するこ

とが示唆された。 

 
図 1 酸化窒素ラジカル照射量に対する紅色光合成細

菌の増殖率（枠内％は N2 /（N2 + O2）流量比） 
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